
普

曜

経

の

周

辺

-
あ

る
仏
伝
経
の
変
容
過
程
-

平

井

宥

慶

普
曜
経
圏
の
原
本
が
 
L
a
l
i
t
a
v
i
s
t
a
r
a
 

(方
広
大
荘
厳
経
國
と
西
蔵
訳

は
類
同
的
)
 と
相
違
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
学
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ

(
1
)
(
2
)

で
あ
る
が
、
極
め
て

一
致
す
る
偶
文
も
存
し
そ
の
異
同
問
題
は
複
雑
で

あ
る
。

一
体
に
、
経
典
の
変
遷
過
程
は
そ
の
経
典
の
編
纂
に
直
接
間
接

に
携
は
つ
た
仏
教
徒
た
ち
の
思
想
的
信
仰
的
遍
歴
を
物
語
る
も
の
と
考

(
3
)

え
ら
れ
、
こ
の
観
点
よ
り
仏
伝
経
で
あ
る
普
曜
経
の
展
開
過
程
を
検
討

し
、
今

は
特
徴
的
相
違
を
示
す
成
道
段
に
つ
き
そ
の
構
成
と
変
遷
に
お

け
る
特
質
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
本
経
を
は
じ
め
と
す
る
仏
伝
経
が

(
4
)

多
く
の
仏
典
を
素
材
と
し
て
構
成
さ
れ
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ

の
経
過
は
必
ず
し
も
明
瞭
と
は
い
え
な
い
。
本
経
が
大
乗
的
で
あ
る
こ

(
5
)

と
は
よ
く
論
ぜ
ら
れ
る
が
、
仏
本
行
集
経
の
践
文
に
伝
え
る
有
部
所
伝

(
6
)
(
7
)

の

「
大
荘
厳
」
と
の
関
係
も
あ
り
、
そ
の
性
格
は
議
論
が
分
れ
る
。
今

は
阿
含
経
と
般
若
経
の
こ
方
面
か
ら
検
討
す
る
。

(
8
)

仏
陀

の
成
道
内
容
に
つ
い
て
は
議
論
が
少
な
く
な
い
。
本
経
の
伝
承

に
お
い
て
も
左
記
の
如
く
異
な
る
。

こ
の
比
較
で
明
ら
か
な
如
く
、
両
者
は
同
本
異
訳
以
上
の
相
違
で
あ

る
が
、
ま
ず
「圖
の
伝
承
を
見
る
に
、
パ
ー
り
経
典
中
に
ほ
と
ん
ど
同

一

(1
1
)

の
伝
承
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

↓
(
3
)
(
1
2
)

画
変

化
現
法
レ
所
欲
如
レ
意
、

不
二
復

用
フ
思
身

饒

飛
行

饒

分
三

身

ー作
レ
百

乍
ノ
千
至
二意
万
無
数

噌夏
令

ノ為

ノ
一
。
(中
略
)
 其
身
平
立
能
至
二
梵
天

一出
没

↓
↓
(
7
)

自
在
。

(
(
4
)
(
5
)
(
5
)
引

文
略
、

具
体
的
詑
述
あ
り
。
)
 狂
レ
此
生
レ
狼
展
彰

漸
趨
、

(
1
3
)

従
二
上
頭

一始

諸
所
更
身

生
長
老
終
 
(
中
略
)
 或
生
卑
鄙
貧
賎
家
者
。

パ
ー
リ
経
典
 
s
Z
.
 
X
v
I
 
(
9
)
 
j
h
a
n
a
b
h
i
n
n
a
 
V
o
l
.

(1
4
)

南
伝

一
三
相
応
部
2
・
三
一
一
-
、
(引
文
略
、
(
3
)
-
(
7
)
の

経
文
ほ
と
ん
ど

一
致
、
)

普
曜
経

の
周
辺
 
(
平

井
)
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普
曜
経
の
周
辺
 
(
平

井
)

(15
)
 
↓
(
3
)
↓
(
4
)
↓
(
5
)

漢
訳

I
雑
阿
含
経
巻
四

一
 (
一
一
四
二
経
)
 神
通
境
界

・
天
耳

・
他

心
智

・

↓
(
6
)
↓
(
7
)
(
1
6
)

宿
命
智

・
生
死
智

・
漏
尽
智
、

具
足
住
。

(
1
7
)
↓
(
3
)

I
I
 
別
訳
雑
阿
含
経
巻
六
 (
一
一
七
経
)
 我
亦
欲
入
神
通
等
定
。
能
以
一二

身
一作
二無
量
身
ハ
以
二無
量
身
幻
還
作
二
一
身
殉
 (中
略
、
同
意
経
文
あ
り
)
 身

↓
(
7
)
↓
(
4
)
↓
(
5
)
↓
(
6
)
(
1
8
)

至
二梵
天
一
-
天眼
天
耳
及
他
心
智
宿
命
漏
尽
亦
復
如
レ是
。

こ
れ
ら
諸
神
力
は

「
仏
十
力
」
申
に
包
含

せ
ら
れ
、
成
道
し
て
得
る

(1
9
)

も
の
と
し
て
再
説
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
圖

の
成
道
段
が
パ
ー
リ
経
典
の

(2
0
)

伝
承
の

一
つ
と
同

一
の
伝
承
形
態
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
れ

を
般
若

経
に
み
る
と
き
、
大
品
系
般
若
経
に
ほ
と
ん
ど
同

一
の
経
文
が

(2
1
)

見
出
せ
る
。
(引
文
略
)
 し
か
も
菩
薩
は
漏
尽
智
を
も
つ
て
衆
生
に
須
陀

渣
果
乃
至
阿
羅
漢
果
辟
支
仏
道
を
得
せ
し
め
、
「
行
二般
若
波
羅
蜜
一以
二

方
便
カ

一成
二就
衆
生
一具
ハニ足

一
切
種
智
一得
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一

転
二法
輪

一」
と
い
い
、
「
衆
生
断
二
上
分
結
一故
得
二阿
羅
漢
ハ
是
衆
生
以

(
2
2
)

辟
支
仏
道
故
作
辟
支
払
、
是
衆
生
行
道
種
智
故
菩
口薩
」
と
規
定
す
る
。

こ
こ
に
、
原
始
仏
教
の
思
想
構
造
が
般
若
思
想
に
よ
る
そ
れ
に
止
揚
さ

れ
る
論

理
的
立
場
が
明
瞭
に
う
ち
だ
さ
れ
、

し
か
し
て
阿
含
か
ら
般
若

(
2
3
)

へ
と
い
う
思
想
的
展
開
の
中
で
、
仏
伝
経
の
介
在
が
重
大
な
意
味
を
も

つ
て
く

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
L
v
因
の
構
成
の
主
体
は
初
中
後
夜

に
分
る
点
で
、
こ
れ
に
類

似
す
る
伝
承
も
原
始
経
典
中
に
散
見
さ
れ
る
。
但
し
そ
の
場
合
多
く
は

(2
4
)
(
2
5
)

初
夜
-
宿

命
智
、
中
夜
-
天

眼
智

で
あ
り
、

こ
の
伝
承
に
十
二
縁
起
説

が
合
説

さ
れ
る

こ
と
は
な

い
。
し
た

が
つ
て
l
v
薗の
構
成
は

「折
衷

(
2
6
)

的
」
な
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
匿
型
と
房
丞

の
仁
承
が
経
典
中
の

一
つ

の
範
躊

で
混
説
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
そ
れ
み
N
別

々
に
定
型
的
に
説
か

れ
る
の
で
、
そ
れ
は
圖

の
構
成
の
改
変
と
い
う
よ
り
採
用
す
る
伝
承
が

(
2
7
)

圖
と
相
違
し
た
と
み
た
方
が
自
然
め
よ
う
で
あ
る
。
全
体
的
に
み
て
十

二
縁
起
と
成
道
の
結
合
は
仏
伝
経
の
上
で
は

一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
採
用
せ
ず
に
構
成
す
る
周
は
、
そ
の
成
立
時
点
で
の
思
想
背
景
に
興

味
深
い
問
題
が
予
想

で
き
る
。
そ
れ
に
は
初
期
大
乗
経
典
の
成
立
が
大

(
2
8
)

き
な
要
因
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
は
圖

を
中
心
と
す
る
原
始
経

典
と
般
若
経
典
の
密
接
な
関
連
性
の

一
端
を
指
摘
し
て
、
経
典
の
受
容

(
2
9
)

と
変

遷

に

お

け

る
思
想

的

信
仰

的

解

明

の
糸

口

と
す

る

の
み

で
あ

る
。

1
 

干
潟
竜
祥

『
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
』

一
〇

一
頁
。

2
 
s
a
m
c
o
d
a
n
a
-
p
.
 

(
音
楽
発
趣
品
)
 中

の
偶

と
圖

試
芸

品
中

の
偶
 
(
拙

論

「
普
曜
経

の
変
容
」
印
仏
研

一
八
-
一
)
。
従
来
圏

に

は
因
音

楽

発

趣

品

に
相
当
す
る
品

が
な

い
と
さ
れ
て
い
た

が
、
試
芸

品

一
〇
を
比
定

し
て

よ

い
の
で
は
な

い
か
。

3
 

こ
と
に
仏
伝
文
学
は
仏
教
信
仰

の
受
容
形
態

を
示

す
と
さ
れ
る
 
(
石
上

善
応

「
仏
伝

と
仏
伝
文
学
」
大
正
大
蔵
経
会
員
通
信

39
号
)
。

4
 

塚
本
啓
祥

「
仏
伝

の
素
材

と
構
成
曰

」
三
蔵
6
。

5
 
W
i
n
t
e
r
n
i
t
z
「
イ

ン
ド
文
学
史
」
、
T
.r
.v
.
 
M
u
r
t
i
;
 
T
h
e

P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 
o
h
 
b
q
d
d
h
i
s
m
,
 

な
お
 
P
r
a
s
o
n
a
n
p
a
d
a
 

の
引
用

は
 
s
a
-

m
.
-
p
.
 

の
偶
文

に
限
る
 
(
拙
論
前
掲
論

文
)
。

6
 

大
3
九

三
二
a
、
w
i
n
t
e
r
n
i
t
z
 

は
有
部

と
の
関
係

に
論
及
す

る
。

7
 

干
潟
博
士
は

こ
れ
を
比
定

せ
ず
 
(
前
掲
書

一
〇
〇
頁

)
。
平
川

博

士

は
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仏
伝
文
学
が

「
部
派
相
互

に
交
流

が
あ
り
、

共
同

の
基
盤
の
上

に
発
達
し

た
」

と
論
じ
 
(『
初
期
大
乗
仏
教

の
研
究
』
)
、
般
若

経

と
の
関

係

を

指

摘

す

る
 
(
「般
若
経

と
六
波
羅
蜜
経
」
印
仏
研

一
九
-
二

)
。
讃
仏
乗
な
る
見

解

も
あ
る
 
(
山

田
竜
城

『
大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』

二
四
六
頁
)
。

8
 
中
村
元

『
ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ツ
ダ
』

一
六
七
頁
-
。

詳
細
に
論
述
す
。

9
 

行
道
禅
思
品

一
九
 
(
大
3
五

二

一
c
-
)
。

1
0
 v
a
i
d
y
a
 

本

二
五
〇
頁
-
。

因

成
正
覚
品
二
二
 
(
大
3
五
九

五

a
-
)
。

1
1
 中
村
博
士
前
掲
書

一
七
九
頁
-
。

今
は
画

と
の
比
較
か
ら
見

る
。

1
2
 周
表
(
1
)
の
四
禅
説

は
瑞
応
本
起
経
蘭
國と
経
訳
文

一
致
。
囲

の
そ
れ
は
定

型

四
禅
説
の
原
型
的

な
も
の
と
さ
れ
る
 
(
玉
城
康
四
郎

『
中
国
仏
教
思
想

の
形
成
』
第

一
巻

三
六
〇
頁
)
。
修
行
本
起
経
囮

の
四
禅
説

は
字

句

一
致

す
る
も
、
記
述
順
序

に
相
違
 
(
混
乱
?
)
 あ
り
。

1
3
 大
3
五

二
二

a
-
b
、

同

一
経
文

が
囲
 
(
大
3
四

七
八

a
-
)
、
圏
 (
同

四
七

一
b
-
)
 に
あ
り
。

1
4
 漢
訳

と
の
比
較

が
可
能
 
(
赤
沼
智
善

『
漢
巴
四
部

四
阿
含

互
照
録
』
)
。

他

に

s
Z
.
 
X
I
I
 
v
o
l
.
 
I
I
,
 
p
p
.
 
1
2
1
-
;
 
同
L
I
 
v
o
l
.
 
v
,
 
p
p
.
 
2
6
3
-
;

M
2
.
 
(
v
o
l
.
 
H
,
 
p
p
.
 
3
4
-
;
 

同
p
p
.
 
8
-
;
 
同

p
p
.
 
4
9
4
-
;
 
v
o
l
.
 
I
I
I
,

p
p
.
 
1
1
-
;
 

同

p
p
.
 
9
8
-
)
 

に
同

一
経
文
。

天
眼

通

の
後
、

漏

尽
通

を

得

て
解
脱
す
る
と
説

か
れ
る
。

1
5
 経
番
号
は
と
り
あ
え
ず
正
蔵

に
よ
る
 
(
三
枝
充
恵

「
雑
阿
含

経

の
経

の

数

に

つ
い
て
」

宗
教

研
究
税

号
。

国
訳

一
切
経
再
版

阿
含

部
新

解
説
)
。

有
部
所
属
と
さ
れ
る
 
(前

田
恵
学

『
原
始
仏
教
聖
典

の
成

立

史

研
究
』
)

現
存
雑
阿
含
経

の
成

立
は
三
-
五

世
紀

と
さ
れ
る
が
、
現
在
形
五
〇
巻
本

は
五
-
六

世
紀

に
成

る
と
さ
れ
る
 
(花
山
勝
道

「
雑
阿
含

の
現

在
形
成

立

年
代
に

つ
い
て
」
印
仏
研

三
-
一

)
。

1
6
 大

2
三
〇

二
a
、
諸
神
通

の
具
体
的
記
述

を
欠
く
。

1
7
 法
蔵
道

化
地
部
系

と
さ
れ
る
 
(
水
野
弘
元

「
別

訳

雑

阿
含

経

に

つ
い

て
」

印
仏
研

一
八
-
二
)
。

1
8
 大
2
四

一
七

a
、
(
3
)
の
み
具
体
的
記
述
あ

り
。

以

上

の
訳

文

の
相

違

(
原
本

の
相
違

か
?
)
 に
経
典
伝
旛

上

の
諸
問
題
が
想
起
せ
ら
れ
る
。

1
9
 五
-
九

力
に
相
応
。
M
Z
.
 
1
2
 
(
v
o
l
.
 
I
,
 
p
p
.
 
8
-
)
 

に
(
3
)
-
(
7
)
を

説

き
更

に
十
力
四
無
所
畏
を
説
く
 
(
十
八
不
共
法

は
不
説
)
。
但

し
十
力

の

配
列
順
序
は
相
違
 
(
高
原
信

一
「
M
a
h
a
v
a
s
t
u
 

に
み
ら
れ
る

如

来

の
十

力

と
十
八
不
共
法
」
九
大
哲
学
年
報
2
8
)
。十
力

は

M
Z
.
 
v
o
l
.
 
p
p
.

1
1
-
(
d
a
s
a
 
p
a
s
a
d
a
n
i
y
a
 
d
h
a
m
m
a
 

十

可

喜

法
、
)
 同

p
p
.
 
9
7
-

(
d
a
s
'
a
n
i
s
a
m
s
a
 

十
功
徳

・
漢
訳

は
十
八
徳
)
 に
も
あ
り
。

2
0
 但

し
十
八
不
共
法
は
原
始
経
典
中

に
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
 
(
水
野
弘

元

「
十

八
不
共
仏
法
の
分
類
」
大
乗
仏
教

の
成

立
史
的
研
究
、

高
原
氏
前

掲
論
文
)
。
画

で
い
う
不
共
法
は
大
智
度
論

の

い
う
所
謂
大

乗

の
十

八

不

共
法
 
(
大

25
二
五
五

c
)
 で
あ
り
 
(
智
度
論

の
作
者

は
E
.
 
L
a
m
o
t
t
e
 

教

授

に
よ
れ
ば
四
c
初
に
西
北

イ

ン
ド
の
有
部

で
出
家

し
大
乗

に
転

じ
た
僧

と
い
う
。
『
大
智
度
論

フ
ラ

ン
ス
語
訳
註
』
第

三
巻
。

平
川

博

士
紹

介
印

仏
研

一
九
-
二

)
、
成
立
に

つ
き
般
若
経

と
の
関
係

は
看

過

で

き
ず
 
(
梶

芳

光
運

「
阿
含
経

と
般
若

経

と
の
比
較
」

イ

ン
ド
古
典

研

究
)
、
仏

陀

観

の
展
開

と
も
関
係
す
る
 
(
天
野
宏
英
「
d
h
a
r
m
a
k
a
y
a
 

の
語

義

と
そ

の

変
遷
」

三
蔵
1
9
2
0
)
。
ち
な
み
に
道
行
般
若
経

に

「
般
泥
涯
悉

具

十

種

力

四
無
所
畏
仏
十
八
、
是
故
菩
薩
般
若
波
羅
蜜
」
大
8
四

二
六
b
と

あ
り
。

2
1
 光
讃
経
 
(固

と
同
じ
竺
法
護
訳
、

訳
文
字
句
必
ず

し
も

一
致

せ
ず
。
圃

囮

と
の
訳
文

一
致
に

つ
い
て
の
こ
れ
ま

で
の
理
由

は
再
考

の
余
地
あ
り
。
)

行
空
品
 
(
大
8
一

五
九
b
-
。
放

光

・
大
品
共

に
あ
り
)
。

普
曜
経
の
周
辺
 (平

井
)

-359-



普
曜
経

の
周
辺
 
(
平

井
)

2
2
 大
品
般
若
経

一
念
品

大
8
三

八
八
a
-
。

2
3
 梶
芳
光
運

「
新
興
大
乗

の
実
践
原
理
」
仏
教
に
お
け
る
行

の
問
題
。

博

士
は

「
仏
陀

の
智
慧
-
若

波
羅
蜜
」

と
と
ら
え
る
。

5
2
2
-
)
,
 
v
o
l
.
 
I
I
 
(
p
p
.
 
2
0
-
;
 
p
p
.
 
3
1
-
)
,
 

こ
こ
に
は
必
ず

も
初

・
中

・

後
夜

の
語
を
不
出

の
も

の
も
あ
る
。

2
5
 圖
で
は
、
成

道
後

の
禅
定
中
に
簡
略
な
記
述

あ
り
、
初
転
法
論

に
細
説

さ

れ
る
。
圏

の
編
纂
者

は
、
縁
起
説

と
成
道

段
の
結
合

を
重
要

と
は
考

え

て
い
な
か

っ
た

の
か
0

2
6
 中
村
博

士
前

掲
書

一
八
六
頁
。

2
7
 し
か
み
れ

ば
、
十

八
不
共
法

が
現
存
加
固

に
な
い
と
い
う
理
由

の
み
か

ら
、
團
あ

原
本

に
も
な
か

っ
た
ろ
う
と
い
う
推
論

に

は
疑

問

が
あ

る
。

こ
の
型

の
不
共
法

で
は
古
層

に
属
す
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。

2
8
 平
川
博
士

は
仏
伝
文
学

が
般
若
経

に
先
行
す
と
す
 
(
前

掲

論

文
)
。
大

乗
仏
教

の
原
初
期
時
代

に
つ
い
て
は
、
初
期
大
乗
に
対
す
る
原
始
大
乗

と

い
う
区
分
法
も

あ
り
 
(
静
谷
正
雄

「
原
始
大
乗

と
初
期
大
乗
」
字
教
研
究

2
0
2
)
、
い
ず
れ

が
先
行
す

る
に
せ
よ
、
複
雑

な
相
互
関
連
性
が
思

わ
れ

る
。

2
9
 経

典

の
成

立

に
と
も

な
う
伝
播
変
遷
に
つ
い
て
は
、

一
面
的

な
追
究

で

は
真
実

が
満
足

さ
れ
な

い
。
例
え
ば
般
若
経
類
に
多
元
的
な
展
開
過
程
が

あ
り
 
(
梶
芳
博

士

『
原
始
般

若
経

の
研
究
』
、
干
潟
博

士
、
s
u
v
i
k
r
a
n
t
a
-

v
i
k
r
a
m
i
-
p
a
r
i
p
r
c
c
h
a
 
P
r
a
j
n
a
p
a
r
a
m
i
t
a
-
s
u
t
r
a
 
T
a
b
l
e
 
v
)
、

法
華

経
に

「
複
雑
き

わ
ま
る
増
広
改
変
削
定
」
あ
り
 
(清

田
寂

雲

「
s
i
k
s
a
s
a
-

m
u
c
c
a
y
a
 

に
お
け
る
法
華
経

の
引
用
文
」
印
仏
研

十
九
-
一

)
 と

い
わ

れ
る
如
く

で
あ

る
。
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